
IV 今後の支援に向けた３調査結果の比較
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１ 関係機関への相談意向

無作為アンケートで、現在の状態について関係機関に相談したいか聞いたところ、15

歳～39歳で『思う（「非常に思う」＋「思う」＋「少し思う」）』が22.3％と相談意向が

少ない傾向がみられた。一方で、40歳～59歳では『思う』が50.0％であり、半数は相談意

向がある傾向がみられた。 

当事者アンケートでは、ひきこもり状態等を変えるために役立っていることとして「ひ

きこもりに関する相談窓口」が47.8％で最も多く、民生委員等アンケートでは、ひきこも

り等の方へ必要な支援策で「支援・相談窓口の周知・ＰＲ」が55.4％で最も多かったこと

から、相談窓口の周知・ＰＲが重要であることがうかがえる。 

①無作為アンケート（Ｑ２１（現在の状態について関係機関への相談意向）再掲）

 15歳～39歳  

 40歳～59歳  

②当事者アンケート（Ｑ１７_２（ひきこもり状態等を変えるために役立っていること）再掲）

0.0 16.7 5.6 66.7 11.1 
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広義のひきこもり群 (   18人)
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非常に思う 無回答思う 少し思う 思わない
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非常に思う 無回答思う 少し思う 思わない
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0% 20% 40% 60%

ひきこもりに関する相談窓口

同じ悩みを持つ当事者が集まる居場所

就労に向けたトレーニング

医療機関の受診

家族向けの互助会

その他

無回答

対象者全体（n=67人）

15歳～39歳（n=46人）

40歳～64歳（n=20人）
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③民生委員等アンケート（（２）ひきこもり等の方への支援策 再掲） 

55.4 

43.9 

35.8 

17.1 

5.8 

19.8 

0% 20% 40% 60%

支援・相談窓口の周知・ＰＲ

専門的な医療支援・カウンセリング等の充実

総合相談窓口の充実

ＮＰＯなど多様な支援団体の充実

その他

無回答 n=1,668人


